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９月定例会

元年度各会計決算を認定

提出された全議案を可決

●会期　９月4日～９月25日(22日間)

９月定例会議案採決（請願第４号）

今回は

報告　　　　　３件

市長提出議案　３０件

議員提出議案　３件

請願　　　　　３件

諮問　　　　　１件

【
議
案
第
14

号
】　

令
和
２
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

10

億
８
７
８
９
万
円

増
額
の
補
正
予
算

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10

億
８
７
８

９
万
５
千
円
を
増
額
し
、
累
計
２
６
５

億
２
１
１
２
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策　

　

基
金
積
立
金

　

３
億
２
３
８
４
万
３
千
円　

▼
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　

２
億
９
４
０
０
万
円

日
本
遺
産
奥
南
部
漆
物
語
推
進

協
議
会
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

二
戸
市
と
合
同
で
設
立
し
た
協

議
会
で
あ
る
。
今
年
度
は
、
漆

に
関
す
る
歴
史
・
文
化
・
伝
統

を
調
査
し
、
小
冊
子
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
。
市
民
へ

の
普
及
啓
発
事
業
を
行
い
、
認

知
度
の
向
上
を
図
る
。
ま
た
、
観

光
地
の
漆
に
対
す
る
志
向
性
の

調
査
や
両
市
の
統
一
し
た
デ
ザ

イ
ン
の
研
究
も
予
定
し
て
い
る
。

岩
屋
地
区
の
漆
う
る
し

室む
ろ

が
崩
壊
寸
前

で
あ
る
。
所
有
者
へ
の
行
政
支

ＱＡ

援
を
今
冬
前
に
実
施
す
る
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

財
源
が
な
い
中
で
の
移
築
や
保

存
は
、
市
単
独
と
し
て
は
厳
し

い
が
、
補
助
金
の
活
用
な
ど
を

含
め
、
今
後
保
存
に
向
け
検
討

し
、
実
施
し
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
基
金
条
例

が
成
立
し
、
令
和
７
年
度
ま
で

の
積
立
金
が
３
億
２
千
万
円
ほ

ど
計
上
に
な
っ
た
が
、
将
来
の

市
の
利
子
補
給
と
保
証
料
の
負

担
分
は
ど
れ
く
ら
い
と
想
定
し

て
い
る
の
か
。

今
年
度
の
利
子
補
給
と
保
証
料

１
億
２
５
０
０
万
円
と
、
３
年

度
以
降
の
５
億
４
４
０
０
万
円

を
合
わ
せ
て
６
億
７
千
万
円
ほ

ど
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

利
子
補
給
制
度
は
、
県
内
の
自

治
体
の
中
で
も
八
幡
平
市
が
先

駆
け
た
制
度
で
、
金
銭
的
に
も

大
き
な
支
援
と
実
感
す
る
が
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
っ
て

市
内
の
事
業
所
の
経
営
が
成
り

立
た
な
く
な
る
こ
と
は
、
絶
対

に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
業
主
と
従
業
員
の
生
活
を
守

る
た
め
の
支
援
制
度
で
、
金
融

機
関
に
お
い
て
も
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ ＡＡ

※賛成＝○、反対＝●　工藤剛議長は採決に加わりません

令和２年第３回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

　　　　　　　　議 員 名　

　　　　　　  （会 派 名）　　　

　議 案 名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 11 12 1３ 14 15 16 17 18 19 2０

議決結果

関　
　

治
人
（
八　

起　

会
）

羽
沢　

寿
隆
（
八　

起　

会
）

工
藤　

多
弘
（
松　

西　

会
）

勝
又　

安
正
（
八　

起　

会
）

北
口　
　

功
（
無　

会　

派
）

工
藤　

隆
一
（
八　

起　

会
）

田
村　

善
男
（
八　

起　

会
）

井
上　

辰
男
（
八　

起　

会
）

立
花　

安
文
（
八　

起　

会
）

渡
辺　

義
光
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

工
藤　

直
道
（
改
革
ク
ラ
ブ
）

古
川　

津
好
（
松　

西　

会
）

田
村　
　

孝
（
八　

起　

会
）

髙
橋　

悦
郎
（
日
本
共
産
党
）

熊
澤　
　

博
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

関　

善
次
郎
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

髙
橋　

光
幸
（
改
革
ク
ラ
ブ
）

米
田　

定
男
（
日
本
共
産
党
）

小
野
寺
昭
一
（
八　

起　

会
）

工
藤　
　

剛
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

議　案

第2０号

令和元年度八幡平

市一般会計歳入歳

出決算認定につい

て

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
欠

席
○ ○ ○ ● ○ － 原案認定

請　願

第４号

政府に対し「緊急

経済対策として消

費税率５％への引

き下げを求める意

見書」の提出を求

める請願

● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● 〇 ○ ●
欠

席
○ ○ ○ ○ ● － 不採択

【
反
対
討
論
】　

田
村
善
男
議
員(

八
起
会)

　

わ
が
国
の
消
費
税
は
、
社
会
保
障
目
的
税
で

使
途
は
、
全
額
社
会
保
障
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
全
世
代
型
社
会
保
障
と
し
て
、
医
療
・

介
護
・
年
金
に
加
え
、
幼
児
教
育
、
保
育
の
無

償
化
な
ど
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
、
国
民
生
活

を
支
え
る
財
政
的
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
消
費

税
５
％
へ
の
引
き
下
げ
よ
り
、
中
小
事
業
者
へ

早
急
な
支
援
を
行
い
、
雇
用
の
維
持
と
所
得
補

填
す
る
こ
と
が
緊
急
の
経
済
対
策
と
し
て
効
果

が
あ
る
。
消
費
税
引
き
下
げ
は
、
社
会
保
障
の

財
源
を
維
持
す
る
根
拠
も
な
い
。
議
員
各
位
に

は
、
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に
、
賢
明
な
判
断

を
お
願
い
し
、
反
対
討
論
と
す
る
。

【
賛
成
討
論
】　

米
田
定
男
議
員(

日
本
共
産
党)

　

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
の
暮
ら
し
、
経
済
の
危

機
的
状
況
を
打
開
す
る
た
め
の
緊
急
の
措
置
と

し
て
、
消
費
税
率
引
き
下
げ
の
対
応
を
求
め
た

も
の
で
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
超
え
る

景
気
後
退
に
直
面
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
引

き
下
げ
は
全
く
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
と
ど
ま
ら
ず
、

貧
困
と
格
差
の
拡
大
と
い
う
社
会
の
実
態
が
あ

る
。
一
方
で
、
食
さ
え
ま
と
も
に
保
障
さ
れ
な

い
実
態
が
あ
り
、
そ
の
一
方
で
企
業
の
内
部
留

保
が
約
４
４
０
兆
円
ま
で
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。

「
消
費
税
は
福
祉
の
財
源
」
と
い
う
呪
縛
か
ら

脱
け
出
す
時
で
あ
る
。

 

討
論
（
政
府
に
対
し
「
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
消
費
税
率
５
％

へ
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願
）

【
反
対
討
論
】　

井
上
辰
男
議
員(

八
起
会)

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な

大
流
行
に
よ
り
、
経
済
活
動
が
縮
小
し
て
い
る
。

今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
経
済
的
に
影
響
を
受
け

て
い
る
飲
食
業
・
宿
泊
業
な
ど
へ
の
支
援
、
子

育
て
世
代
へ
の
現
金
給
付
な
ど
、
雇
用
の
維
持

と
所
得
の
補
償
を
す
る
こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
。

消
費
税
法
第
１
条
第
２
項
で
は
、
「
少
子
化
対

策
な
ら
び
に
高
齢
化
に
向
け
て
の
社
会
保
障
を

充
実
す
る
た
め
の
財
源
に
充
て
る
」
と
記
述
し

て
い
る
。
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
社
会
保
障

４
経
費
（
年
金
、
医
療
、
子
育
て
、
介
護
）
の

財
源
を
安
定
的
に
確
保
し
な
い
と
、
子
や
孫
世

代
に
負
担
を
押
し
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。

【
賛
成
討
論
】　

熊
澤
博
議
員(

自
由
ク
ラ
ブ)

　

格
差
社
会
の
深
化
で
貧
困
層
は
年
々
増
え
、

大
企
業
や
富
裕
層
だ
け
が
潤
っ
て
い
る
。
消
費

税
が
導
入
さ
れ
て
３０
年
に
な
る
が
、
３
７
２
兆

円
の
税
収
の
８
割
、
２
９
０
兆
円
が
法
人
税
の

減
税
に
消
え
た
と
さ
れ
る
。
結
果
、
大
企
業
の

内
部
留
保
は
過
去
最
高
を
更
新
し
、
４
４
６
兆

円
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
経
済
に
深
刻
な
影

響
が
出
て
い
る
。
福
祉
の
た
め
と
税
率
が
上
げ

ら
れ
て
き
た
が
、
福
祉
環
境
は
悪
化
の
連
続
で

あ
る
。
内
部
留
保
に
も
手
を
か
け
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
際
、
消
費
税
率
を
５
％

に
引
き
下
げ
経
済
不
況
に
対
処
す
る
と
い
う
請

願
は
妥
当
で
あ
り
、
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ

ＱＡ


